
レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド 防
ぼうはてい

波堤や磯
いそづ

釣り用
ようなかどお

中通し＆外
そと

ガイドセット
防

ぼうはてい

波堤からのグレ（メジナ）チヌ（クロダイ）の
ウキフカセ釣

づ

り バージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

メジナ
仕し

か掛
け

クロダイ
仕し

か掛
け

ハンドルを交
こうかん

換して
使
つか

いやすくしよう

通
つうじょう

常はラインを
巻

ま

き取
と

る方
ほうこう

向で
固

こてい

定します。

ベールアームが回
かいてん

転して糸
いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。

道
みちいと

糸を巻
ま

くための
とってです。

ここに道
みちいと

糸を通
とお

して巻
ま

く。
キャストする時

とき

は開
ひら

きます。 

ここを締
し

めることで道
みちいと

糸
にブレーキがかかる。ま
た緩

ゆる

めると道
みちいと

糸が出
で

やす
くなります。

スピニングリールはハンドルの左
さゆうこうかん

右交換が
簡
かんたん

単にできる。ロッド操
そうさ

作は利
き

き手
て

の方
ほう

が上
うま

手
くいくので右

みぎき

利きの人
ひと

は、左
ひだり

ハンドルに。左
ひだりき

利
きの人

ひと

は、右
みぎ

ハンドルに変
か

えるのがベストです。

①ハンドルの反
はんたい

対に
付
つ

いているキャッ
プを外

はず

します。

②10円
えんだま

玉などの硬
こうか

貨でネジ
を回

まわ

してネジ止
と

めごと抜
ぬ

き、ハンドルも外
はず

します。

③ネジとハンドルを入
い

れ替
か

え
て差

さ

し込
こ

み、ネジを締
し

め、
キャップを付

つ

けて完
かんりょう

了です。

ハンドル

ベールアーム

ドラグ

ストッパーレバー

1 振
ふ

り出
だ

し外
そと

ガイド竿
ざお

に道
みちいと

糸を通
とお

して伸
の

ばす

1' 中
な か ど お

通し竿
ざ お

に道
み ち い と

糸を通
と お

して伸
の

ばす

リールの一
いちばんうえ

番上のつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整します。ファイト
中
なか

、魚
さかな

の引
ひ

きにハリスや道
みちいと

糸
が耐

た

えきれず負
ま

ける（切
き

れる）
寸

すんぜん

前に、ラインが出
で

るように
セットするのが理

りそうてき

想的です。
詳
くわ

しくは、ゴールドマニュアル
ブック133ページをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

種
しゅるい

類があるウキは、
浮

ふりょく

力B、２B、３Bの
３種

しゅるい

類を用
ようい

意しま
しょう。大

おお

きさはす
べてL。これでカバー
できます。

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

【釣
つりぐ

具のセッティング】【スピニングリールの特
とくちょう

徴】

基
きほんさぎょう

本作業は、道
みちいと

糸を

ロッドの中
なか

またはガイ

ドに通
とお

します。そして

半
はんえん

円シモリ玉
たま

やウキ、

ゴム管
かん

を通
とお

した後
あと

、ヨ

リモドシに結
むす

びます。

最
さいご

後に仕
しか

掛けを結
むす

んで

ガン玉
だま

セットします。

なお、穂
ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）は

デリケートなので、や

さしく扱
あつか

いましょう！

1〜3の順
じゅん

でセットしよう

11'

2

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

ウキ ３種
しゅるい

類を用
ようい

意

3

「フィールドプライヤー」や「エサ箱
はこ

」
などは、『ゴールドマニュアルブック』
の118ページ～を参

さんこう

考にしよう。

その他
ほか

あると便
べんり

利グッズ

このリストを釣
つりぐてん

具店の店
てんいん

員
さんに見

み

せて用
ようい

意しよう！

ハリス２～３号
ごう

で、ハリは
グレの４～６号

ごう

を使
つか

うの
が一

いっぱんてき

般的です。食
く

い渋
しぶ

りな
どを考

こうりょ

慮して、ハリスの太
ふと

さやハリの大
おお

きさを変
か

え
て準

じゅんび

備しましょう。

※堤
ていぼう

防や磯
いそ

では安
あんぜん

全のためにライフジャケット
を着

き

て、釣
つ

りを楽
たの

しみましょう。

2 道
み ち い と

糸に半
は ん え ん

円シモリ玉
だ ま

、ウキ、ゴム管
か ん

を通
と お

し、
　  ヨリモドシに結

む す

ぶ。そして仕
し か

掛けも結
む す

ぶ。

1 2 3

4 5 6

備
そな

え付
つ

けのワイヤーをほぐして伸
の

ばします。 穂
ほさき

先にワイヤーの先
せんたんぶ

端部を入
い

れます。 エントランスガイドまで先
せんたんぶ

端部を入
い

れます。

ベールを開
あ

けてメインラインを出
だ

せる状
じょうたい

態にします。糸
いと

が出
で

すぎると糸
いとがら

絡みの原
げんいん

因になるので要
ようちゅうい

注意です。
エントランスガイドの輪

わ

の中
なか

にメインラインを通
とお

し、ワ
イヤーの先

せんたん

端リングにも通
とお

します。この時
とき

、メインライン
は30cmくらい余

よゆう

裕を持
も

たせて通
とお

しておきます。

ワイヤーを穂
ほさき

先から抜
ぬ

いて、メインラインを抜
ぬ

き出
だ

しま
す。その後

あと

は道
みちいと

糸を掴
つか

みながら穂
ほさき

先から順
じゅん

に伸
の

ばします。

これで1日
にち

楽
たの

しめます。

付
つ

けエサ オキアミ
1〜2パック

10 ～ 12号
ごうぜんご

前後の大
おお

きさを
使
つか

います。通
つうじょう

常は10個
こ

くら
い入

はい

ったパック売
う

りです。

ヨリモドシ ２～３個
こ

ガン玉
だま

セット１つ

ウキの浮
ふりょくちょうせい

力調整や潮
しお

の早
はや

さな
どで号

ごうすう

数を変
か

えます。３Ｂ～
２号

ごうていど

程度までが入
はい

ったセット
を購

こうにゅう

入して、さまざまな対
たいおう

応
がきるようにしましょう。

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！ 疑
ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

ハリス3号
ごう

までが通
とお

る
大
おお

きさを購
こうにゅう

入。一
いっぱんてき

般的
に10個

こ

くらい入
はい

った
パック売

う

りです。

半
はんえん

円シモリ玉
だま

1パック

こちらもハリス3号
ごう

までが通
とお

る大
おお

きさを買
か

います。10㎝
くらいの管

くだじょう

状、もしくは1㎝
程
ほど

に切
き

り分
わ

けた数
すうこい

個入りの
パックがあります。

ゴム管
かん

1パック

グレには… チヌには…

仕
しか

掛け ４～５組
くみ

ハリス２～３号
ごう

で、チヌバ
リの１～３号

ごう

を使
つか

います。
グレ同

どうよう

様用
ようい

意しましょう。

仕
しか

掛け ４～５組
くみ

コマセ オキアミ１ブロックに、
グレ用

よう

の配
はいごう

合エサ

コマセ オキアミ１ブロックに、
チヌ用

よう

の配
はいごう

合エサ

集
しゅうぎょよう

魚 用 の コ マ セ を
使
つか

って、効
こうりつよ

率良く仕
しと

留
めるのが基

きほん

本となり
ます。配

はいごう

合エサ（魚
さかな

の
大

だいこうぶつ

好物が詰
つ

まってい
る粉

ふんまつ

末の粉
こな

）とオキア
ミブロックを混

ま

ぜて
作
つく

ります。

チヌ用
よう

の配
はいごう

合エサ
を用

ようい

意。グレ同
どうよう

様
オキアミブロック
を混

ま

ぜます。

仕し
か掛
け

3 ウキ止
ど

めを結
むす

ぶ
ヨリモドシの上

うえ

１ｍくらいを目
めやす

安に、
ウキ止

ど

めを付
つ

けましょう。
道

みちいと

糸を５cm程
ていどつか

度使って、１→２→３の
順
じゅん

で結
むす

びます。ちなみにウキ止
ど

めは、
状
じょうきょう

況で上
じょうげ

下させて使
つか

います。

クリンチノットで結
むす

ぶ

次
つぎ

にこちらを引
ひ

っぱり
締
し

め込
こ

みます

まず、こちらを
引
ひ

っ張
ぱ

り絞
し

める

3 4

ガイドを真
まこと

っ直
す

ぐにそろえ、下
した

から
順
じゅん

に道
みちいと

糸を通
とお

します。

竿
さお

の先
せんたん

端にある
キャップを外

はず

し
ます。

リールをセット
して、ベールを開

あ

けて（オープン）
糸
いと

を出
だ

せる状
じょうたい

態
にします。

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

道
みちいと

糸をつかみながら穂
ほさき

先から順
じゅん

に
伸

の

ばして行
い

きます。

伸
の

ばし切
き

ったら再
さいど

度、ガイドが一
いっちょくせん

直線に
なっているかを確

かくにん

認します。この際
さい

、継
つ

ぎ目
め

の締
し

め具
ぐあい

合を調
ちょうせつ

節。ジョイント部
ぶ

を軽
かる

くね
じ込

こ

むように引
ひ

いて、しっかりと止
と

めま
しょう。道

みちいと

糸がガイドから抜
ぬ

けないように
注
ちゅうい

意して行
おこな

いましょう！

1

2

5



❶

❷

❸

グレもチヌも、オキアミのブ
ロック（通

つうじょう

常は冷
れいとう

凍。３kg
の固

かた

まり）を砕
くだ

き、配
はいごう

合エサ
半
はんぶくろ

袋と水
みず

を加
くわ

えて混
ま

ぜて作
つく

ります。
水
すいぶんりょう

分量は、コマセがしっとり
する程

ていど

度に調
ちょうせい

整。ヒシャクに
すくって投

とうにゅう

入するので、杓
ひしゃくばな

離
れが良

よ

いように計
けいさん

算しまし
よう。

通
つうじょう

常はオキアミがエサです。尾
お

羽
ばね

根を切
き

り、その切
き

り口
くち

にハリ
先
さき

を入
い

れ、ハリの形
けいじょう

状そって刺
さ

し込
こ

みます。食
く

いが悪
わる

い時
とき

は、
頭
あたま

を切
き

って使
つか

うと効
こうか

果テキメ
ンです。

　オーバースローで投
な

げられ
ない狭

せま

いエリアや、後
うし

ろに
障

しょうがいぶつ

害物があるポイントでの
キャストは“タスキ振

ふ

り”をオ
ススメします。
　コンパクトに仕

しか

掛けを投
とうにゅう

入
することができるうえ、飛

ひきょり

距離
も出

で

ます。マスターすると釣
つ

り
の幅

はば

も広
ひろ

がります！

1

2

仕し
か掛
け
の
投と

う
に
ゅ
う入

★釣
つ

り方
かた

のコツ：グレ、チヌ編
へん 低

ていちゃくせい

着性のあるグレは、磯
いそ

のヘチや際
きわ

、隠
かく

れ根
ね

（沖
おき

の底
そこ

にある岩
いわ

や起
きふく

伏）、サラシ（波
なみ

の打
う

ち返
かえ

しでできる
白
しろ

く泡
あわだ

立つポイント）の下
した

に棲
せいそく

息。尾
おなが

長と呼
よ

ばれる種
しゅるい

類は潮
ちょうりゅう

流の中
なか

を好
この

んで回
かいゆう

遊しています。チヌは、
砂
すな

が入
い

り混
ま

じった岩
がんしょうたい

礁帯の底
そこふきん

付近が狙
ねら

い目
め

となります。

★ポイントは
　ココ

コマセで寄
よ

せて釣
つ

るのが基
きほん

本
仕

しか

掛けと同
どうちょう

調させるかを考
かんが

える

　ウキを使
つか

って仕
しか

掛けを自
しぜん

然に流
なが

して探
さぐ

るウキフカセ釣
づ

り。この釣
つ

りに欠
か

かせない大
たいせつ

切な“相
あいぼう

棒”がコマセです。
　コマセの集

しゅうざかなりょく

魚力はなにしろ絶
ぜつだい

大。撒
ま

き続
つづ

けていれば、必
かなら

ず魚
さかな

は寄
よ

ってきま
す。仕

しか

掛けと一
いっしょ

緒に馴
なじ

染ませて（同
どうちょう

調と呼
よ

ぶ）探
さぐ

れば、魚
さかな

と出
であ

会うチャンス
がずっと倍

ばいぞう

増します。コマセの撒
ま

き方
かた

は以
いか

下で紹
しょうかい

介しますが、基
きほん

本は１点
てんう

打
ち。グレは“サラシ周

しゅうへん

辺”から探
さぐ

り、
チヌは底

そこふきん

付近に仕
しか

掛けを入
い

れるこ
とがキーポイントとなります。

3

　コマセは、あちこち撒
ま

くと魚
さかな

を散
ち

らしてしまうので、１点
てんしゅうちゅう

集中で打
う

ち
ましょう。潮

しお

に流
なが

されたコマセは、
自

しぜん

然と魚
さかな

が溜
た

まる場
ばしょ

所へ行
い

き着
つ

き
ます。仕

しか

掛けをコマセと同
どうちょう

調させれ
ば必

ひつぜんてき

然的に魚
さかな

が掛
か

かるってワケです。
　同

どうちょう

調させるベストな打
う

ち方
かた

は、コ
マセを１杯

ぱいま

撒いたら、次
つぎ

に仕
しか

掛けを
その位

いち

置にキャスト。続
つづ

いてもう１
杯
ぱい

かぶせるように打
う

つこと。コマセ
で仕

しか

掛けをサンドイッチするイメー
ジで行

おこ

ないましょう。
　なお、海

うみ

は潮
しお

が流
なが

れています。コ
マセを再

さいどう

度打ち込
こ

む時
とき

は、必
かなら

ず潮
しお

上
がみ

へ打
う

ちましょう。

　気
きづ

付かぬうちにラインが穂
ほさき

先に絡
から

まっていることが多
おお

くあります。その
ままキャストしてしまったりすると事

じこ

故の元
もと

。マメにチェックして快
かいてき

適に
釣
つ

りを楽
たの

しみましょう。
　また、取

と

り込
こ

み時
どき

の仕
しか

掛け（テンビンやビシ）の巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎも多
おお

く
見

みう

受けられるます。こちらも穂
ほさき

先を痛
いた

めることにつながるので要
ようちゅうい

注意。
穂

ほさき

先の20 ～ 30cmくらい手
てまえ

前で仕
し

掛
か

けを止
と

める癖
くせ

をつけましょう！

！ ※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!

　レンタル釣
つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお
手

てい

入れをし、元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しておきま
しょう。また釣

つりぐ

具にキズを付
つ

けたり、壊
こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに
残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れておきましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…

バッド部
ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

きます。ジョイント部
ぶ

がキツク締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分を
持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジりなが
ら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さないこ
と。穂

ほさき

先が折
お

れます！

※穂
ほさきがら

先絡みや巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎに要
ようちゅうい

注意！

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることがよくあります。ロッドを
置
お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

けるなど、地
じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！　

！

まずは通
つうじょう

常のスピニング
リール同

どうよう

様、オープンベイ
ルで道

みちいと

糸を人
ひとざ

差し指
ゆび

でつか
みましょう。利

き

き手
て

でロッド
をしっかり持

も

ち、反
はんたい

対の手
て

でハリ上
うえ

を持
も

ちます。ただ
し、こちらは仕

しか

掛けを軽
かる

く
つかむだけです。

ロッドを頭
ずじょう

上に構
かま

えます。そのまま振
ふ

り下
お

ろすと共
とも

に、つかん
でいた仕

しか

掛けを放
はな

します。なおこの時
とき

は、穂
ほさき

先の反
はんぱつりょく

発力で投
な

げ
ようとせず、ウキを振

ふ

り子
こ

のように動
うご

かして飛
と

ばします。

振
ふ

り下
お

ろした腕
うで

がポイント
に対

たい

して50度
ど

の位
いち

置に
来
き

たらストップ。後
あと

は惰
だせい

性
で仕

しか

掛けを飛
と

ばします。

●送
おく

り込
こ

みで仕
しか

掛けをポイントへ入
い

れよう
基

きほん

本のコマセ作
づく

り

ウキ下
した

を調
ちょうせい

整（ウキ止
ど

めを上
じょうげ

下）して
その日

ひ

の食
く

いダナを見
み

つけて迎
げいげき

撃！

エサのつけ方
かた

も重
じゅうよう

要

潮
しお

エ
サ
が
残の

こ

る
エ
リ
ア

　
　
　

↓

タ
ナ
を
深ふ

か

く
す
る

エ
サ
が
取と

ら
れ
る
エ
リ
ア

　
　
　

↓

タ
ナ
を
浅あ

さ

く
す
る

50
㎝
き
ざ
み

50
㎝
き
ざ
み

50
㎝
き
ざ
み
50
㎝
き
ざ
み

潮
しお

コマセ打
う

ち
込

こ

みポイント
仕

しか

掛け投
とうにゅう

入
ポイント

コマセの撒
ま

き方
かた

　タナ（魚
さかな

がエサを食
く

ってくる層
そう

）の発
はっけんほう

見法は、いたってシンプルです。付
つ

けたエサが
食
く

われたか、食
く

われてないかでわかります。
　イラストのようにエサが残

のこ

っていたら、タナまでエサが辿
たど

り着
つ

いてない証
しょうこ

拠。
また、なくなっていたら通

とお

り過
す

ぎた合
あいず

図です。
　残

のこ

っている場
ばあい

合は、ウキ下
した

を50㎝長
なが

く（ウキ止
ど

めを上
あ

げる）して再
さいどちょうさ

度調査。これを
繰
く

り返
かえ

し、エサが取
と

られるまで距
きょり

離を詰
つ

めて行
い

くと、ハッキリとしたタナがわかります。
　なおウキ止

ど

め操
そうさ

作は、ゴールドマニュアルブックの123ページを参
さんしょう

照して下
くだ

さい！

巻
ま

き込
こ

み
過

す

ぎ注
ちゅうい

意！

穂
ほさきがら

先絡み
注
ちゅうい

意！

※コマセの使
しよう

用を禁
きんし

止している地
ちいき

域があります。
　釣

ちょうこう

行の際
さい

は、お近
ちか

くの釣
つりぐてん

具店などで確
かくにん

認を！


